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工業用調節計としてほ電気式,空気狂式,油圧式などの種類があるが･これらのうち【1正製用二所で製

作している電気式,空気庁式の調節計と,操作端についてその概要を述べる･〕それぞれの調節計の｢い=

に際しての長所の安.たをあげ,最後に日動制御の今後の進み小こついてもj)れておいたし)

1.緒

各種工 において企業の含雌化,品質の軋上 作

安全確保などのために工深皿ほ.司節計のもたらす利益が大

なることが認められ,その需要ほ年々増加の慣1叫こある｡

これは単なる機械化または自動化と異なり従来人間が経

験により日で見て判断し,そして操作していた訂正動作

を調節計がFl動的に行うためである｡一刀測定下段の開

発,改善と生産技術の向｣二により工業川調節計の性能の

向上ほめざましく,その応川分野も拡大しつつある1.拍

近の傾向としてほ使用個数の増加に伴い必然的に集中管

理方式が 用され,グラフィックパネルfかJ､型調節計の

要求が増大しつつある｡

日立製作所においてほ行橋プロセスに応川の広い電気

式および空気圧式調節計として混度,流量,液面,比

九比電pHなど脊桂のものを製作している.=,以下日立

調節計の二,三についてその頂理,梢他の概要について

紹介し参ノ引こ供したいと′!且うリ

2.調節計の概要

2.1自動制御系の構成

調節計は第1図に示すように制御対象と組合されて日

動制御系を構成する｡ただし調節計によっては検f-1‡装

置,操作装置いずれか,または両者を含めた形で存在す

るものもある｡検出装置,調節計,操作装置を含めて制

御装置という｡制御対象と制御装置の組合せのいかんは

直接制御結果の良否に関係する｡

2.2 調節計の分類

調節計ほ軽々の観点より分類される√〕

操作用補助エネルギーを川いるか否かによって,補助

エネルギーを聞いないものを自力制御｣用いるものを他

力制御とする｡他力制御ほさらに補助エネルギーの種類

により,空気圧式,油圧式,電気式(電子管式あるいほ

電子式)およびこれらの複合された電気-一望気式,電気

-ilTL正式などに分類される｡

日立製作所多賀工場

進*

第2岡 EOI型 発振式調節計

制御動作の面からは動作信片の大いさによって脚′臣1ヒ

またほ操作速度が段階的に変化するものを不適続動作と

し,時間的にも空間的に

動作とする｡不

作,単

も もるす化 のを迅続

統動作はさらに2位置動作,多位~;■り呈動

度動作,多速度動作などに分 される.｡通観動

作も比例動作(P動作),積分動作(Ⅰ動作),微分動作(D

動作)およぴこれら動作を併州した比例一積分(Pl)動

作,比例一微分(PD)動作,比例-一億分一微分(PID)動

分に作 ○るれさ

制御方式の面からほ希望値が時間とともにどのように

変化するかによって,希望値が時間とともに変化せず･

定であるものを定値制御とし,時間とともに変化するも

のを迫値制御とする.こ 値制御ほさらに追従制研,比率

制御,プログラム制御に分
∴

●
･

以.との分数のほかに測定対象によるもの,目盛方式に

よるものなどがある.｡
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型 名 口 蛙方 式

無 指

EOIl指

EVB l無 精
｣

Eヽ▼G
･無

指

PB】1-P!無 指

PXQ-A!指 ホ 記録

PIくBrl-P■ 指
ノホ言己釣

Pヽ▼Q-A.指 示 記慮

日 動 制 御 特

第1表 日 立 調 節 計 の 分 類

日立評論別川‡第26号

測 定 方 式 調 節 方 式 制 御 動 作

可 動 娘 輪 些些

可 動 線 輪 判

電 子 管 式

`rE 子 管

ブルドン腎 ベロ㌧-ズ】

ブルドン管 ベローズl

気 誘 導 式

ロ ー ズ

子 管 ユ(

機械式水銀スイッチ 1点2位置,1点3位置

2点2位置動作

Ⅰ)′トA,EOIと組合せ使用

11板カム

高周波発折式マイクロスイッチ

復原ブリッジ,水銀スイッチ

′｢VK-A型電子管式計署旨と組

介せ使用

円筒カム リレー

空 気 作 動 式

空 気

空 気

作 動 式

作 動 式

空 気 作 動 式

プログラム

1点2位置,2点2位置

2点3位置動作

位置動作

比例動作 比例帯0～200%

プログラム 比例符 0～10%

比例動作

比例動作

漬分動作

微分動作

比例動作

砧分動作

微分動作

比例動作

精分動作

微分動作

比例帯0～…%

正面外形寸法

比例帝0～∽%

20秒～50分

10秒～10分

比例苗0～∽%

20秒～50分

10秒～10分

比例帯0～∽%

2〇秒～50分

10秒 ～10分

プログラム

比率

プログラム

比率

3二10×220

400×305

400～500

150×150

400×5()0

上記中PXQ-Aほ測定対象によりPFQ-A(流量)･PTQ-A(温度),PPQLA(rlて力)となる｡

同郡三並石 //文又絹輯
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第3図 EOI型 調節計原理説明図

第4図 EOI塑 調節計 回路図

2･3 日立調節計の種類

調節計には各位のものがあり,測定対象および制御対

象により制約をうけるので,一概には分 することほ困

であるが比較的広範な目的に使用できる調節計につい

表のとおりである｡このほか警報接点

を有する指示計,記録計は各種あり,調節計として使用

することができる｡.

3･発振式調節計

高周波を応用して微少変位を正確に検出し位竃動作を

する調節計で,第2図に外観を示す｡温度調節計の場合

弟3図に示すように,指桓割こ取り付けられた横川コイル

ほ双3極真空管の一方の 子とともに高周波発振回路を

構成する｡温度変化により指示に取り付けられた金属箔

が桧山コイルに近づくと,そのインダクタンスが減少す

る0それにより発信強度が変化し,発振管の陽極電流が

変化し,増幅に使用されている他方の 子を介し電磁リ

レーを動作し調節動作を行う∴調節回路を弟4図に示

す｡

制御動作は1点2位置,2点2位置,2点3位置動作

の3種があり,調節計の指示と制御回路の関係を第5図

に示す｡

調節部ほ高周波発振器とリレーの組合せで構成されて

いるので,機械式に比較して位置検出のために指針を抑

圧することなく,したがって測定機構部にほ全然無理が

かからない｡また検出が連続的で調節動作に時間遮れが
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第7図 EVB型電子管式調節計

一さl′づ聖電子管温度調節三卜
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指針

琴｢

｢甑

最少感吏て貢イミ

最小朋玖毒†貢

第6閲 指針,指標の関係†)■仁匿と調節動作の関係

ないすぐれた特長を有する【｣

指針と指慄の関係位置と調節動作の関係を第る図に示

す｡動作幅Gの値ほ検潮コイル,箔の形状,リレーの最

小感動電流,最小釈放電流など各種条件により必雪己され

るが,調節計としてほせまいことが望まい､｡Gの値を

現品について測定した結果は 0.15mm以内の特性を有

している｡2点3位調節計の場合は設定可能な指標最小

間隔が問題となるが箔の形状を眼鏡型として,電流分布

を規正し,相互干 による誤動作を防止している｡その

結果指標最小間隔は 0.75mm とすることができる｡

4.電気式無指示調節計

算7図にEVB塾電子管式無指示調節計の外観を示す:コ
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第8図 EVB型 調節計原理説明図

渥_度調節計として佐川する場合ほ第8図に示すように

サーチコイルで測定ブリッジの一辺を形成する｡温度が

変化しサーチコイルの抵抗が変化すると測定ブリッジの

平衡がくずれa b間に電圧を生ずる｡復原スライド抵抗

はダンパなどに取り付けられ,その開閉動作により抵抗

値が変化するこ この抵抗ほ測定ブリッジと同様に復原ブ

リッジの一辺を形成しているから,a C間にはダンパの

開虔に比例した 圧を生ずる｡したがって二つのブリッ

ジにより′[三じた電圧の がb c問にかかる｡このb c間

の電圧は増幅器を通しサーボモータを正転または逆転さ

せ,右またほ左の水銀スイッチを閉じる｡水銀スイッチ

の動作により,ダンパ作動用二相モータが正転またほ適

転し,ダンパの閲度を増減させb c問の電圧が になる

まで動作し続ける｡すなわち設定温度と測定温度との偏

差に比例してダンパが動作する｡
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第9図 EVB型調節計による流量比率制御の応用例

比例荷ほ比例帯設定スライド抵抗,すなわち復原ブリ

ッジ用電圧を

が,

化させることにより任二酎こ変更できる

準として0～200.%としている｡比例苗設定がイ

ヤルの回転角と比例′ごii=の関係はほぼ直線である.J比例f､笑

置動作には負荷変動によるオフセットが付きものであ

るから,復原ブリッジのリセットスライド択抗を射ヒさ

せて,すなわち手動リセットダイヤルの設定によりオフ

セットを打けようにしてある｡手動リセットの標準ほ

-60～0､+60%としている｡目盛方式ほ無指示型で設

定目盛ほ270口回転式である｡動作感度ほ全目盛の約

0.1%である｡

応用例を第9図に示す｡これほTVK-A型流:量記録

計とEVB型調節計とを組合わせて比率制御を行来せて

いるもので,ミルトンロイポンプの吐H量はストローク

に比例する｡コントロールモートルによってストローク

を決定する偏心量を変える｡添加液の流_;-トは添加液流呈,;二

測定ブリッジによって検知され,スライド広抗2に添加

液流量に比例Lた電圧が発生する｡一方オリフィスから

FLR塾発fi諸によって検知された原液流二ll…二ほ,電子管式

目動平衡計器によって指ホ記録され,スライド抵抗1に

ほ原液流量に比例した電圧が発 するこ;二のスライド航

抗1と2の偏差電圧を等しくするように水銀スイッチが

働き,コントロールモートルを駆動する｡

この比率設定には,比率設定用スライド抵抗を移動す

ることによって,添加液流量に比例する電圧の比例常数

化する｡この制御でオフセットが生じた場合にほ,

スライド抵抗2を調整することによって消去することが

できる｡

このよ 基液原抑制率比な

ゝ
｢
ノ として行っているの

で,スライド抵抗1(普通の使用状態の時ほ設払.まとな

る)ほ動かさずに初期調 のみ行うことになる.｡

5.空気作動式調節計

空気作動式調節計ほ,制御用補助動力として圧縮空気

御 特 男ミ 号 日立 別冊第26一片

弟10iXIPVQ-A型電子管式空気作動温度

記録調節計

をj~ljいるもので,原理はノズルフラッパ機構である｡測

定する対象によって色々な検山刀法をとるが,調節機構

はいずれもけ一の方式である｡抵抗方式,電位差方式など

のPVQ-A空当電二戸符式調節計と,圧力やインダクタンス

コイルの鉄心のうごきによって指示させるPPQ-A型,

PFQ-A そのほかの調節計に分けられる｡

ニの調節機構の構成については肌片(1)を参照していた

だきたいが,これらを応川した比率調節計ほ,親子一組

の計器からなりたち,親からの指令によって子の設定指

標が常に-一一定比率になるようにセットされるもので,ノ

ブーつで比率の設定を行うことができる｡∴普通の親調節

計は指令ク;?気圧を子調節計に送るだけであるが, が検

旧している量そのものも変動Lて困る場合には,親調節

計に,発†L汀fj調節憐構と制御用調節機構(たとえば比例

積分動作機隅〕の両者を内蔵させ,一定比率にしかも一

定ポ:に保たせることもできる｡

プログラム調節計はカムによって設定指標を時間的に

既知フ~ログラムカーブにそわせるもので,この調節計の

特長ほ設定相磯が内外に2本あることである｡.外側の指

標にほカムに接触するローラがついており,内側の指標

ほ外側の指色黒とふだんは一体となって動いている.｡上部

のノブによって内外の指標の関係位置をずらすと,調節

弟il図 P王∋jl-P型

.辻三ノJ無精ホ調節計
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弟12図 PKB61▼P型 空気川三動式記長調卸店

機椚の制御動作ほ常に内側の指標で行われ,カム接触の

指標はプログラムカーブ追跡川であるから,カーブはそ

の上~Fに平行移動することができる｡また_1二部ノブのセ

ットによって定値制御iこ切り掬えることも可能で,1台

の計器で多様の制御を行わせうるよう考慮されている｡

このように比率やプログラムの制御を行わしめること

は,いわば定値制御から-▲歩進んだ関係制御であり,時

した-一一つの趨勢であろうしその他-･つの

プラントに沢lしlの簡一叩一な調節計を取り付ける例が多くな

れ∴軋場川無購訂調節計(PI∋41-P∃_捜)が使用されているJ二

普通の調節訂の1/4稲度の大きさで,傍設指示計で制御

蓑を看朝しながら制御をするもので,このl月郁に接して

いる調節機構も普通のものと川じである｡したがって比

例楷∞%まで広げることか~-り▲能で,この∽%があること

によって廿軸制御に入れる場合の操作が非常にやりやす

くな/⊃ている.｡.

プラントの規模が復雑高次化しつつある現不一~ミ調節計の

個数も増加L′,謂満胴批正を中央において管毘する

爪
■
∫

㍉
.
･

hT

理力式が採用され,さらにグラフィックパネルの要求が

増大している｡必然 従抑 ほパネル面積

が大となるため小型調節計が必要となってきている

弟12図に PKB61-P 塑空気作動式小井帽己島は【ほlほ十の

外観をホす｡正面外形､_】一法は150mm 律,チャー1､幅

100mmを肯する｡調節一部の差勤倹H機構鼎は4偶のベ

ローズ(設定,測定,比例,精分ベローズ)の糾合せより

なり,微分動作は比例ベローズを二重とL.,内側が比例,

外側が微分ベローズとLている｡設定値の設定は減圧弁

により空気匠で動作される｡また測定ほ狙度,波面,流

量などすべて発信器(変換器)により 0.2､1.OkgノcIT12

の空気圧として調節計に導入される｡そのほかの動作ほ

大体大型調節計と同様である｡:

空気作動式小型訂■勺節計の特長ほ′J､型であることはもち

ろんであるが,各種測定量がすべて0.2､1.Okg/cm2の

空気圧として導入されるので,調節計の共通化,互換性

が得られる｡すべて空気圧を使用しているので耐爆性で

節 計 に つ い て

文 7 の 説 明

S.B

P.B

l).B

N

C〔1

設定r~l三ベローズ

比例ベローズ

レートベローズ

ノ ズ ル

レート ダ ニ/ク

M.B

l.B

P

F

Ci

測定肛ベローズ

リセットベローズ

パ イ ロ
ット

フ ラ ッ
パ

リセットタ∵/ク

第13図 小型調節計空気系統図

ある.こ.また記銭耶と調節削が分離できるので,調節部の

みを現場に取り付けることができ,制御動作せ

ことができる｡.

桁する

占.計算制御調節計

計算回路をイ了▲する調節封Ⅵ一一例として,TOプラント

(酸素製造装iご′■亡‖~lj調節計について説明する｡TOプラン

ト酸素蓄冷器を安仝jび転するために,酸素流量と空気流

星の値を適当な比ヰミに保つ必要がある｡木装苫で傾素圧

力はほぼ一定に保たれるが,空気圧ノ｣は変化する｡した

がって空気匠力を補流しながら比率制御を行う必要があ

る｡

第14図にその収用図をホす｡,酸素流最計と㌍気流歳

計より山た流_ら呈二に応じた電気㍍りは,それぞれインピー

ダンス幽によって流量忙比例Lた電ノ.仁に変換される｡空

気流量に比例する電旺ほ,さらに圧力補正装掛こより標

算葵再刊
口〓

の態常 されるL-1これら二つの信号電庁ミを比

率計回路によって比較しノ,その値を空気作動式調節計で

指示するとともに,設定値との偏差に応じた操作圧力を

発生し,一定比率となるように調節弁を動作する｡
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第14図 TOフ■ラント用流逮比率計原理説明図

空気流量に応じた 圧ほ圧力補正回路によって標準状

態の圧力に換算された流量の2乗に比例した電圧に変換

される｡.流量比 調節計においては,圧力補正された空

気流量に応じた電圧と酸

る｡

gl=私(ろ一ろ)

ここに

上-_

El/

昂2

ア1

ろ-fち:

八一- :

り.･J:

(こ】_＼･:

流量に応じた電圧が比較され

gl′=β1×ろ=範(ろ-ろ)×ろ…………(2)

gl′∝QlⅣ2 昂z∝Q2∬2…

且1/=乃且2 とすると

空気流量に応じた電圧

圧力補正された空気流量にはじた電圧

酸素流量に応じた電圧

空気圧力

オ曜泊洪最 リフィス町発生差圧

比例常数

標準状態圧力に換算した空気流量

慄準状態圧力に換算した酸素流量

点
:空気と酸素の流量比率

上式から明らかなように,弗により指示が変化し,

れより比率点を

蓄冷器の切換

めることができる｡

作時には,蓄冷擦切換装置連動接点に

よって,指計専区動モータを遮断して比 調節計の動作を

そのままの状態で休止し,切り換え後ふたたび動作する

方式としてある｡

7.調節計用操作端

自動制御を最も良好な状態で運転させるためにほ,調

榊

l:l･､

チ冒

日立評論別冊第26号

節計の手足となって に調節動作を

行う操作端の選択にも十分に考慮を払

わなくてはならないことほ当然であ

る｡操作端としてほ一般に次のような

ものが使用されている｡

7.1空気作動式調節弁

管路にとりつけて,プラントに送入

されるスチームやそのほかの液体を制

御するもので,この選択たさいしての

注意 項として,最大流量の決蔓,調

節介前後の圧力差があげられる｡常時

流量をこ対して調節弁の通しうる最大流

量を過大にとりすぎると常時弁の少な

い開度の位置で使月1することになり,

良い制御結果を得られないことが多

い｡最大流量ほ常時流量の1.1倍位た

､､

ハルブリつ卜(喜)

｢∂Jオンオブ拝性聖

(βJ亘鱗拝性聖

rcノ 対数特性型

第15図 調節弁 の 流量特性

第16周 2位琵制御系統の-･-一例



最 近 の 工 業 用 調 節 計 に つ い て

とるのが普通で,弁前後圧力差も配管全体の圧力降下と

ほぼ等しいくらいにとらないと最良のililj御ほ行わせるこ

とほできない｡

調節弁の流量明朝三はバルブリフトに対して,オンオフ

特性,直線特性,対数相性鬼どがあり,調節計動作の伍

,プラントの条件によって使い分けられる｡

･f｢･径ほ小流量ニードル介から8inまで符掩あるが,い

ずれも頂部にある成形ダイヤプラムに計暑是二次圧を受け

てバネを圧節しながら弁開度を変えることにほかわりな

い｡高配流体に対してほブランドシールを確実にするた

めに空冷フィンをつけ,腐蝕性流体に対しては 液部を

不鉄鋼で製作している｡特に漏洩を嫌うものて･こ対Lて

ほ,ベローズシールも行っている｡

電気式2位笛制御にこの弁を使用する場合には,弟1る

図に示すような系統で使用される｡2位置制御にはオン

オフ特性の弁を使用することが多い｡

7.2 操 作 機

調節計の二次正をダイヤプラムに受けてスピンド′ンを

上下させることは調節弁と同じであるが,スピンドルの

動きをレバーの動きに変えて,機械的な動きで操作する

もので,この瓜:†-i範囲は非常に広い｡たとえばバーナの

開度を変更したり,小型ダンパを開閉したり,叫にこ三モ

ートル回転数の制御上目摺動抵抗やスライダックを｢坤転さ

せることもある｡ 端ストロークほ120mmで3つlくgの

力を出すことができる｡

7.3 パワシリンダ

大型ダンパ,大型バタフライ弁を操作するもので,こ≡l一

節計二次旺を受けてパイロットミルブを操作L,駄九こ

ピストンを移動させる｡ビストこ/ロッドの動きは主軸こ

伝えられ,ドライブアームを90度回転させる｡

角型のケースに組込まれ,手動操作川アーム,手釣フ

ック機構を備えて使用に便利になっている｡パワシリン

ダには別に止縮空気を供給するが,4kg/cm2の供給圧力

を加えたときの操作トルクほ,最小15mlくgから200mlくg

までである｡シリンダ内径は,100,150,200¢の3穐

で,坂り付けも容易にできる構造になっている｡

パワシリンダはボイラ日動燃焼制御装~E引~l~!操作端とし

ても多く使用されており,誘引通風制御mダンノ㌔ 強制

通風制御用ダンパの開閉にも広く用いられている｡

7.4 バタフライパルプ

計器二次圧で動くスピンドルで正接バタフライバルブ

の回転軸を動かすもので,内径400¢程度までは,パワ

シリンダによらずに制御操作を行わせることができる｡

バタフライバルブほ完全閉止が因難であり,将に使用中

ほi粗壁30′%∴以_卜で使用できるようプラント設計上も考

慮する必安がある｡

内一部風-i_丘が大きく,バタフライ部分に相当大きな祇拭

を受ける場合には,バルブポジショナを付加して使用す

るのが望まLい.=

7.5 バルブポジショナ

~ノ(型弁,高精度流体,高圧力差の状態のときには,調

節弁やバタフライ弁に取り付けるもので,ヒステリシス

が非′動こ少なくなる｡また操作速度も くなり,制御上

有利になる㌻､このほか流量制偶のように比例絹を広くし

て使用し,偏差に対して操作端の動きが小さい場合にも

有効である｡

8.緯 言

以上,自動制御∩~1各組調節計と操作端について述べた

が,自動制御の趨勢は,新しい時代に適応Lて,純電気

式調節計(3項動作卜苧,ディジタル調節計が注目され

一r きている｡自動制御牲払終l的ほ,複雑な侠】係制御

ノてノ 計算制御の組合せによる終点制御で為る｡このため

こは調闇.明磯路の研究とともに,プラントの研究,被制

御物の化学的研究もなされなくてほならない｡

製品の品質そのものの検7_†1方法もi二!進月歩の状態で,

連続分新巻潤,徴追分析装提なども着々と実用の域に到

達している｡仁1立製作所においても横川端の開発ととも

こ,電気式調節,それに用いる電気空気変換2詮,ディジ

タル計署ご鍾)開発に力を注いでいる｡行位の御指導,御協

力によりさらに良きl]動榊j御に努ノコするつもりである｡

本文が各位に多少なりとも御参動こなれば.聾者の喜

二ごこれにすぐるものほない｡
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特 言午 の 紹 介
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機 の 停 止 制 御 装 置

水車発電機漆系統から切り附す場合すなわち同期解列

に際しては従来系統滝比と発電機日身の誘起′i~昆圧との関
係から生ずる無効分電流について特別に考慮されること

がなかった｡それゆえ遮断器はその閉路に当って和当の

無効電流を切らねばならぬことがあった｡これほ当然む

だな電流の遮断であるばかりでなく,時としてほ系統に

大なるショックを与える害がある｡この発明は以上の事

情に鑑み,日動電旺調整器に対して無効`電力調整器を組

合わせ,両調整器を協調させることにより水草発電機緩

停止の際に無効電力の授受をなからしめ,これによって

遮断器の責務を軽減し,かつ系統に対して擾乱の原因を

与えぬように企図したものである｡交流発電機1,主,副

励磁機2,3,水車4の一連があって,4は水車導水弁

開閉装置5を具える｡6は装置5の閉動作の最終より若

干手前で閉じられて遮断器9のトリップコイル10の回路

の一点をととのえる｡低電流継電儒24には接点25があつ

てこれが上記の6と10とに直列に入れられ,さらに水中

発'▲一封幾を停宜する際に閉路する接点26をもi~白二列に包含す

るりいま26を閉じ,この間じ動作に関連して装置5を導水

弁絞りにもっていくとその極限位置で6を閉じる｡一方発

電機1はその励磁調整をl]動電圧調整器11および無効電

力調整器12によって行いながら徐々に電圧を低減する:二

この場合の発電機の励磁調整はただその端丁電圧を下げ

るだけのことでなく,むLろそれよりも無効電力 VAR
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ガ

し

を絞るという方｢こ]]をもつ｡このようにして発電機1の出

力回路を流れる電流が零またはそれに近い一定値となれ

は継電器24ほその接点25を閉じる｡26-25-6-10なる回

路がかくして完結すれば遮断器9は自動遮断して同期解

列は完了する｡この遮断に際しては外部に悪影響を与え

ぬことはもちろんのこと遮断器自身の責鶉ほ軽減され
匂 (′宮崎.)

相 木 利 一･田 附

抄 紙 横 運 転 た る み 制 御 装 置

この発明ほセクショナルドライブ式抄紙機の運転にお

いて運転中祇に生ずる"たるみ"を河東り去り,また必要

に応じて"たるみ"をあるていど故意に与えることを運

転中にl;｣由｢~j滑iこ行わしめるものである｡各セクション

電動機〟1,朋■2 などほ指導電動機〝に対して給与電

圧,速度なとのl対係で互に抜き差しならぬようにタイア

ップされている｡しかし各電動機の運転_l二の誤差ほ僅少

であっても時間とともに積分されればそこに紙の"たる

み"が生じ,ないしは逆に"張り過ぎ"も生ずるのは避

けiこくいことである.J

この発l明は以上のようにして生じた"たるみ"を除く

ために互に有機1′l(コにタイアップしている各電動機の任意

のものを選んで計画的に一時歩調を乱させることによつ

て目的を達せんとしたものである｡このためにはたとえ

ば今ノ峨 だけの速度を任意に一時的に変調するために

5職(セルシソ)の固定子5の給電回路AC内に移相器

且Sを設けてこれを可調的となしたものである.｡このよ

うにすれは必要i･こ応じてPSを調整することにより 5蝿

-132

修

の国定丁5の回転磁界は任意角度だけ空間的に進めら

れ,あるいは遅らせられるから回転r･γは〟のセルシン

セネ5Gの電tl三制御下にあって定回転しつつあるが,こ

れによって一時制約からlノ1由にされるので必要なだけ進

めあるいは遅らされ,これが祇の"たるふ"付けまたは

択の"たるみ"取りn用となるのである｡ (宮崎)

止)




